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警察学・政治学

第1の研究テーマは、 警察と市民、政治

との関係性に着目して、警察の人・組織・

活動、制度を対象にした研究である。

「警察」という概念を定義するのは難しい

と言われている。トゥールーズ第一大学

ルーベ・デル・バイル名誉教授は「警察の

無い社会はあるが、『警察の機能』の無い

社会は存在しない」という仮定の下、「警

察の機能」を社会統制論（ある社会や集団

がその構成員に対して、内部規律などを順

守させるためにとる同調圧力や統制手段）

とマックス・ウエーバーの「国家による暴

力の独占」という面から解明した。ある社

会、集団には必ずその内部の規則を順守さ

せる働きが存在し、それを司るのが「警察

の機能」で、「ある包括的社会集団の枠組

み内で、最重要の社会的内部規則を、集団

の名において、また最終的に物理的強制力

に訴える可能性を有する役割に就いている、

一つあるいは複数の制度により確保される

機能」と定義付けられる。

この「警察の機能」を専門的に行う集団

が警察で、この警察は、それ自身が独立し

て存在しているのではなく、必ず社会（市

民）、政治と相互作用しながら関係を構築

している。私の研究は、警察の人・組織・

活動、制度がこの社会、政治にどのように

影響され、あるいは影響を与えるのかを解

明し、警察官の職業文化、警察官の採用、

警察の正統性、警察の正当性、住民と協働

で「生活の質」（QOL）を守る地域警察の

活動などを対象とする。「警察の機能」、

「警察」への研究を通して、毀誉褒貶の多

い警察の役割と社会、政治との関係性を理

解し、適正な警察の運用に資するようにな

ればと考えている。

第2の研究テーマは、フランスの国内治

安制度の研究である。

フランスの国内治安制度は非常に複雑で、

フランス人ですらよくわからない制度と

なっている。この制度を治安法制、治安公

共政策、テロ対策、警察制度の分野に分け

て研究している。フランスには2つの国家

の警察：国家警察とジャンダルムリ（憲兵

隊）、市町村警察が存在し、国家警察は都

市部、ジャンダルムリは農村部、都市近郊

部を管轄地としている。国家の警察は内務

大臣、市町村警察は市町村長が指揮・監督

する。しかし、市町村警察の権限は国の警

察に比して制限されている。この異なった

警察組織を県において監督しているのが内

務省から派遣される県地方長官で、国家の

警察、市町村警察と異なった警察組織を県

レベルで束ねている。このため、フランス

の治安制度を研究すると地方自治制度の研

究と重なる部分が存在し、道州制導入、政

令指定都市への警察権移譲議論が存在する、

日本への示唆となる。

またテロ対策に関しては、警察、軍の情

報機関の再編、移民系若者の急進化・過激

化対策、治安法制により、当局（警察官）

の権限を強化してテロを抑止する手法など、

国際テロがボーダレス、IT化が進む中、明

治初期に近代警察制度の模範をフランスに

求めた様に、日本がどう対処すべきかのヒ

ントが示されている。

「警察の人、組織に対する警察学的アプローチ」、
「フランス国内治安の研究」
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